
３．地形・地質概要 

 

3-1. 地形の概要 

調査地は、JR 関西本線奈良駅から南東方向に約 4km 進んだ笠置山地の西縁部にあたる。

図 3-1-1 に奈良県北部の広域地形図、図 3-1-2 に奈良県の地形分類図を示す。 

 奈良盆地と笠置山地は、概ね南北方向の断層構造によって地形的に分断されており、こ

の断層構造に沿って東側から西側に向かって「中起伏～小起伏山地」⇒「丘陵地～段丘面」

⇒「扇状地」⇒「平野」へと地形形状を変えながら、徐々に高度を下げていく。 

 図 3-1-2 によれば、調査地の山体は標高約 150～200m の小起伏山地にあたり、麓部では

急峻地形を呈しているが頂部付近では緩地形に変化している。 

 

 

 
図 3-1-1. 奈良県北部の広域地形図 

出典：日本の自然 5 近畿 

調査地
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図 3-1-2. 奈良県の地形分類図 

出典：国土交通省国土調査 Web サイト 土地分類基本調査図（土地履歴調査） 

-人工地形及び自然地形分類図（桜井）- 

調査地

岩井川
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3-2. 地質の概要 

調査地の地質構造帯を概観すると、調査地は西南日本内帯の最も外側に位置する構造帯

で、延長700kmにも及ぶ中央構造線以北にある領家帯にあたる。領家帯で出現する地質は、

主に領家花崗岩などに代表される深成岩類と白亜紀に変成を受けた変成岩類がある。 

調査地の地形地質を特徴づけるのは、奈良盆地と領家帯基盤岩の境界に存在する南北方

向の断層帯である。この断層帯は逆断層の構造を有しており、奈良盆地については沈降を

繰返し、領家基盤岩については隆起活動が続いている。 

表 3-2-1 に調査地周辺に出現する地質と年代表を添付する。今回の調査地は、白亜紀の

領家変成岩類が広く分布する地域であり、「片麻岩（黒雲母片麻岩）」と呼ばれる砂岩泥岩

起源の変成岩が出現する。また調査地域の山体の中腹～頂部では領家変成岩類を覆うよう

にして新第三紀藤原層群の虚空蔵（こくぞう）累層が分布しており、「砂岩および礫岩」

が堆積している。 

表 3-2-1. 調査地周辺の出現地質と年代 

 出典：桜井地域の地質 地質調査所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

片麻岩が分布

砂岩礫岩相が分布
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今回の調査で出現する白亜紀領家変成岩類の片麻岩および、新第三紀虚空蔵（こくぞう）

累層の砂岩礫岩の性状について、以下に記す。 

また、図 3-2-1 に調査地周辺の地質図を示す。 

 

白亜紀 領家変成岩類の片麻岩 

領家変成岩類は、領家帯に広く分布する領家深成岩類中に捕獲岩として分布する。調査

地では片麻岩（黒雲母片麻岩）とよばれる変成岩が広い範囲で出現する。高温低圧下で変

成を受け、黒雲母が定向配列するために優白質部と優黒質部の互層による縞状に見える。 

調査地の片麻岩は、一般に再結晶化が進み、原岩の特徴が分かりにくくなっており、層

理面の認定は困難である。しばしば珪長質の部分と雲母に富む部分とが縞状をなす片麻岩

として産する。通常粒度が粗く、花崗岩に似た外観を呈する部分がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            写真 3-2-1.片麻岩露頭 

 

新第三紀中新世 藤原層群 虚空蔵（こくぞう）累層の砂岩、礫岩 

藤原層群の地層は、新第三紀中新世に堆積した海成性の堆積物が起源である。虚空蔵累

層は、岩相的には砂岩礫岩相と砂岩シルト岩相に区分できるが、調査地で出現するのは、

砂岩礫岩相である。 

粗粒砂岩層、細礫岩層、中礫岩層の累重からなり、一部シルト層を挟む。礫は主に基質

支持からなる円礫～亜円主体で亜角礫、角礫を含む。礫種は花崗岩、片麻岩とともに、黒

色チャート（主に中礫サイズの亜角礫-亜円礫）、黒色頁岩由来のホルンフェルス、細粒砂

岩などを挟む。厚さ数十 cm のデイサイト凝灰岩層を挟むこともある。 

 

 

 

 

 

 

                          写真 3-2-2.礫岩露頭  
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図 3-2-1. 調査地周辺の地質 出典：桜井地域の地質 地質調査所 

調査地
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